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前回評価から29年度
に改善した事項
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指標の名称

研修会回数

目標値
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達成率

２８年度

180

２７年度
単位
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財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

年度

２７年度

平成３０年度から評価対象となったため、前回評価なし

0

31,442

0

２９年度

56 ―

平成３０年度　事務事業評価シート

（４）高齢者の地域での包括的な支援の仕組みづくり

台東区ケアプラン点検事業実施要綱、台東区地域密着型サービス運営委員会設置要
綱

根拠法令等

事務事業名 事業者事務

　

介護保険課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

介護支援専門員の育成支援

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

①介護サービスの充実

要綱

なし

　１．ケアプラン点検　開催回数：５回
　２．ケアプラン点検に関する研修会　開催回数：４回　受講者数：１１９名
　３．地域密着型サービス運営委員会　開催回数：３回　委員数：１７名

補助金の有無

174

今後の方向性

維持

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

研修会を通して、ケアマネジメントの考え方を周知・共有し、利用者に対する公平・公正かつ適切な
サービスの確保を図った。今後も、給付適正化のために、定期的にケアプラン点検やケアプラン点
検に関する研修会を実施し、区民が適切な介護サービスを利用できるよう努めていく。

ケアマネジャーの資質を向上させ、適切なケアプラン作成を促すために、区の実施するケアプラン点検やケアプ
ラン点検に関する研修会を通して、ケアマネジメントの考え方を周知・共有できた。

ケアプラン点検に関する研修会の参加者数が増えており、ケアプラン点検や研修会を通して、ケアマネジメント
の考え方を周知・共有し、ケアマネジャーの資質の向上を図ることができた。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 3

　一般財源（区負担額） 27,142

534

30,050

手段の適切性

3
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価
の
視
点

評価

4

効率性

事
務
事
業
の
実
績 153　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

30,908

119 ―受講者数

535

192

評価の理由

実績

2

 直接の対象

給付適正化のために、ケアマネジャーの資質を向上させ、適切なケアプランを作成できるよう、区がケアプラン
点検やケアプラン点検に関する研修会を実施する必要がある。

ケアプラン点検やケアプラン点検に関する研修会の実施回数を、コストを抑えつつ増やすことができた。

274 1,392 1,120
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

1,200

２８年度

成果指標

26,867　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

27,142

122

３１年度

目標値

28,525

事業対象

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

 最終的な対象
区内介護支援専門員、介護サービス事業者
区民

100

２９年度

249

586

28,774

0

　 なし委託内容
都

ケアプラン点検を行うことでケアマネジャーの資質向上を図り、利用者に対する公平・公正かつ適切なサービスを確保すること
で給付の適正化を図る。また、事業所の指定について運営委員会で意見を得ることで、地域密着型サービスの適正な運営を
図る。

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

27,653

0

人


